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令和３年 第２回掛川市・袋井市病院企業団議会定例会 報告
開催日時 令和３年８月１０日 ＰＭ ２：００～

開催場所 中東遠総合医療センター３Ｆ会議室

出 席 者 戸塚議長、大場正、山田貴、安間亨、大庭（記）

１．全員協議会 ＰＭ２：００～

・宮地企業長挨拶

要旨＞ コロナで厳しい経営の中、補助金確保（昨年８月の両市議会の財政支援意見書

提出）にご協力に感謝したい。このことにより経営改善したが医療によるものではない。

昨年の経験を生かして、さらに良い医療を提供したい。現在も新型コロナウイルスが全県

下まん延している。現在重傷者１名、重中等症３名程度と現在は少ない。これは近隣ホテ

ルを使っていることもある。ホテルとも連携マネジメントしている。また最近言われる抗

体カクテル療法も当院では取り入れている。 引き続き感染対策をしていきたい。今後は

自宅にての療養も必要になってくる。協力を願いたい。

・報告事項

（１）企業団議員等の構成について

（２）令和３年度の運営状況について

職員数（別紙１）、地域連携の状況（別紙２）診療実績 ほか

（３）病院事業会計について

令和２年度病院事業会計決算（別紙３、別紙４、別紙５）ほか

（４）医療連携及び協力に関する協定書（案）について

中東遠５病院の医療・学術等連携のための協定

（５）企業団議会定例会について

・主な質疑（要旨）

＜ 全員協議会での各議員からの意見・質問＞

２番

Ｑ 患者の利便向上 、マイナンバーカードの診療受付についてどうか。

Ａ 当初令和３年の３月末の国の方針だったが、６か月延期で１０月からになった。中東

遠では準備が進んでいる。スタートできる。

９番

Ｑ 中期目標で時間外勤務を６０Ｈ以内にとあるが、令和２年度はどうか、削減策は。

Ａ 以前は１２０Ｈ ２、３名 １００Ｈ ７、８名 ６０Ｈ以上は４０名ほどいた。

当直を勤務時間にしたり対応した。まだ改善途中。集中外来を若い医師に依頼してい

る。画像判定は自宅でできるようにした。タイムレコーダー導入するなどし、現在は、

１００、１２０Ｈを超える医師はほぼいない。１００Ｈ超す人が１，２人、６０Ｈを

超す医師が１３、１５人程度いる。かなり少なくなった。 さらに改善する。

Ｑ 臨床研修医、外科領域（呼吸器外科等）の医師の配置についてどうか

医師の確保が難しい面がある。消化器内科 血液内科も少ない。大学からの派遣の
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為難しい。若い医師を育てたい。外科系は、大学より応援して貰っている。

１０番

Ｑ 入院、外来患者地域別の構成比の比較、掛川５６％、袋井２５％と低い。また、さら

に開院当初より袋井市民の利用の減少傾向にある。特定初診料（５５００円）の調査

からの要因分析は。

Ａ 掛川、袋井の利用率が広がっているのは事実。特定初診料、紹介状を持たず病院に来

る方の利用者比率は掛川市：袋井市が６５：３５％程度である。掛川市民２，２２８

８人袋井市民１，２７７人と掛川市民が若干多い。しかし、救急搬送患者比率は掛川

市：袋井市が６０．５：３９．５％と若干良い。改善策として院長が袋井の開業医を

廻ってお願いしている。

Ｑ 緊急医療のため、袋井市民にとっても必要な小笠パーキングのスマートインター化設

置に向けＮＥＸＣＯへのは働きかけの状況はどうか。

Ａ ＮＥＸＣＯと掛川市の話合いの結果では高さ等、物理的に難しいと聞いている。現在

は緊急時の緊急車両の出入りが出来るようになっている。今後も要望していく。

３番

Ｑ コロナの患者受け入れの状況はどうか。中等症の受け入れも出来るのか。ホテル療養

も中東遠の支援があるか。

Ａ 現在の入院患者は少ない。中東遠では重症者を最後まで観る、また、中等症、若しく

はそれに準じた患者を受け入れている。ホテルも自宅医療患者もサポート出来ている。

６番

Ｑ ＰＥＴ・がん検診、件数が少なくなっている。ＰＥＴ１２３，２００円を６０，００

０円の補助をするとしているが、この制度の根拠と、目標は。

Ａ このキャンペーンで２３件の予約が入っている。これまでＰＥＴ利用は平均４０件

程度の稼働になっている。ふるさと納税の利用も０件となっている。高額な機器を有

効に使いたいとの思いで実施する。

８番

Ｑ ２５億円の補助金を貰っている。重点医療機関の体制整備の内容は。今後の補助金の

見込みはどうか。

Ａ 令和２年度は２５億３，０００万円余のお金を補助金として貰った。この補助算定内

訳は１０項目程度と様々で、主なものは、コロナによる空床補償と重点医療機関の体

制整備補償の２つで約２２億円程度補助されている。これ以外に資本的収入でハード

整備に約３億円いただいている。今後も貰えるものは補助金で貰っていきたい。

Ｑ 現在中東遠として保育園を設置・運営をしている。当該事業の重要性に鑑みて、今年

度の運営状況を伺う。

Ａ 保育園の入園者数はこれまで年平均４３人、今年度２３人と少なくなった。これの要

因は掛川市・袋井市の保育環境が良くなったためと思う。

７番

Ｑ コロナウイルス感染症対策従事者慰労金が補助された。今後の見込みはどうか。

Ａ 職員が命がけで頑張ったことによりいただいたと認識している。今後補助金が出るか

どうかは不明である。コロナ患者に対応した従事者には４，０００円/１日出ている。



- 3 -

２．掛川市・袋井市病院企業団議会定例会 ＰＭ３：３０～

議案＞

・議案第５号 専決処分の承認を求めることについて

（掛川市・袋井市病院企業団監査委員選任：山下一夫氏、久永豊彦氏）

・・・・全員賛成 可決承認

・認 第 1号 令和２年度掛川市・袋井市病院企業団病院事業会計決算の認定について

（別紙３、別紙４参照、別紙５参考）・・・・・全員賛成 可決認定

・報告第１号 掛川市・袋井市病院企業団病院事業会計資金不足比率の報告について

（資金不足額は生じていない、従って資金不足比率は算定されず）

・・・・・全員賛成 可決承認

・議案第６号 令和３年度掛川市・袋井市病院企業団病院事業会計補正予算（第１号）

について ・・・・・全員賛成 可決承認

質疑１件 ３番 ＞

Ｑ 令和３年度、コロナの補助金１４億５，０００万円余の補助金の見

通しは立っているか。

Ａ 収益的収入１，４５０，６８８千円 資本的収入１１３，１８９千

円は、県から４-６月分は内示をされている。これをベースに計上
した。

令和３年度 補正予算（第１号）
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別紙 １
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別紙 ２
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別紙 ３
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別紙 ４
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別紙 ５

以上


